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2.5

取 「わかる授業」を行うため，指導過程・指導方法
などを工夫・改善を行った。

14% 86% 0% 0% 3.14

成
子どもたちは，授業がわかり，達成感・満足感
をもっている。 0% 100% 0% 0% 3.00

保 子どもたちは，授業を理解している。 57% 43% 0% 0% 3.57

児 学校の授業はわかる。 80% 20% 0% 0% 3.80

取

総合的な学習の時間等では,子どもたちの知的
好奇心を喚起し,追求意欲を高めるために探究
的･協同的な学習過程を踏まえた授業構成を
行った。

0% 100% 0% 0% 3.00

成

総合的な学習の時間等では，子どもたちは探
究的，協同的な学習を通して学ぶ楽しさや喜び
を味わい，主体的に学習に取り組んだ。

0% 100% 0% 0% 3.00

保
子どもたちは，工夫して調べたり，友達と協力
して取り組んだりする力が高まってきている。

29% 57% 14% 0% 3.14

児
工夫して調べたり，友達と協力して取り組んだ
りする力が高まってきた。

33% 53% 13% 0% 3.20

取 各教科･領域の学習では,話合いを大切にした｢
学び合う授業｣を実践した｡ 14% 57% 29% 0% 2.86

成
子どもたちは，各教科・領域の学習での話合い
に意欲的に取り組み，話し合う力を高めてい
る。

0% 100% 0% 0% 3.00

子どもたちは，話合いに意欲的に取り組み，話

C
話合いを大
切にした「学
び合う授業」
を実践し主
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保
子どもたちは，話合いに意欲的に取り組み，話
合う力を高めている。

29% 43% 29% 0% 3.00

児
話合いには進んで参加し，たくさん発表した。ま
た，友達の意見もしっかり聞いた。

7% 73% 20% 0% 2.87

取
子どもたちが表現したい思いや考えを受け入
れ，良さを認め励ましながら各教科・領域の指
導を行った。

43% 57% 0% 0% 3.43

成
子どもたちは自分の思いや考えが認められ達
成感・満足感を味わっている。 0% 100% 0% 0% 3.00

保
先生は子どもたちの思いや考えを肯定的に受
け止め，子どもたちは達成感・満足感を味わっ
ている。

33% 67% 0% 0% 3.33

児 先生は，自分の頑張りを認めてくれている。 53% 40% 7% 0% 3.47
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受け入れ，
良いところを
たくさん誉め
て，達成感
や成就感を
もたせる。
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【考察】

○ 「わかる授業」を目指し，指導過程・指導方法の工夫・改善を行ってきた成果が見られる。今後も児童が達成

感のもてる授業になるよう改善を続ける。

○ 総合的な学習の時間が探究的・協同的な学習となるように学習過程や内容改善する必要がある。

○ 子どもたちのコミュニケーション能力を高められるように外国語活動の年間指導計画を改善する必要があ

【次年度に改善する事項】

☆ 総合的な学習の時間の年間指導計画を改善する。今年度中に各学年の単元配列，大まかな指導計画を改

善する。２９年度の夏休み中に指導計画を完成させる。

☆ 外国語活動については，今年度の実践を参考にして低中学年の年間指導計画を作成する。

☆ 他学級の児童や保護者，地域の方々への発表を設定することで機会を増やす。また，掲示した作品に感想

を書くなど，他の児童の評価をする力を高める。



取
学校の教育目標や経営方針を踏まえた学級目
標，経営計画を作成し，その成果や課題などの
達成状況をとらえ学級経営を改善充実させた。

14% 86% 0% 0% 3.14

成

学級は望ましい人間関係や雰囲気が醸成さ
れ，子どもは仲良く学習や様々な活動に取り組
んでいる。

0% 100% 0% 0% 3.00

保
学級は望ましい人間関係や雰囲気が醸成さ
れ，子どもは仲良く学習や様々な活動に取り組
んでいる。

57% 29% 14% 0% 3.43

児
学級の友達と仲良く学習や様々な活動に取り
組んでいる。

73% 7% 20% 0% 3.53

取
参観日で道徳の授業を公開するなど地域や家
庭と連携した取組を行った｡ 14% 71% 14% 0% 3.00

成
子どもたちの道徳的な判断力,心情,実践意欲と
態度が育ってきている。 0% 100% 0% 0% 3.00

保
子どもたちの道徳的な心や態度は育ってきて
いる。

57% 14% 29% 0% 3.29

児
生命を大切にする心や他人を思いやる心，良
いことと悪いことを判断する心は育っている。

20% 80% 0% 0% 3.20

取
三世代交流学習をはじめとする人と関わり合う
活動では，子どもたちが地域住民とより積極的
に関わることができるよう活動を工夫した。

29% 57% 14% 0% 3.14

成
子どもたちは人との関わり合う様々な活動を通
して，よりよい関わり方を身に付けている。 0% 86% 14% 0% 2.86

保
子どもたちは，地域の方と関わる様々な活動を
通して，よりよい関わり方を身に付けている。

57% 43% 0% 0% 3.57
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他者理解を
深めていくこ
とのできる
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通して，よりよい関わり方を身に付けている。

57% 43% 0% 0% 3.57

児
地域の方と関わる様々な活動を通して，よりよ
い関わり方ができるように努力した。

40% 40% 20% 0% 3.20
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【考察】

○ 道徳教育を一層充実させる必要がある。

○ 今年度，地域の方々と関わる様々な活動を工夫し，子どもたちがよりよく関わることができるよう全校で取り組

んできたが，次年度以降も一層強化していく必要がある。

【次年度に改善する事項】

☆ 道徳教育推進教師と研究部とが連携し道徳科の授業改善を行う。また，道徳に関する各種研修会の環流を

行い，共通理解を図る。

☆ もちつき会などの地域の方と関わりをもつ機会で，より交流が深まるように活動や座席等を工夫する。



取
H１①繰り返し学習を取り入れた言葉の学習の
取組を継続して行った。 29% 71% 0% 0% 3.29

成
H１②子どもたちは，意欲的に聞く･読む･書く･
話す･話し合うなどの活動を行っている。 14% 71% 14% 0% 3.00

保
参観日等では，子どもたちが意欲的に聞く･読
む･書く･話す･話合うなどの活動を行っている
姿が見られた。

71% 29% 0% 0% 3.71

児
話を聞く･読む･書く･話す･話合うなどの学習に
進んで取り組んだ。

27% 73% 0% 0% 3.27

取
H２①発達段階に応じた家庭学習の習慣化を
図る取組に努めた。 29% 43% 29% 0% 3.00

成
H２②子どもたちには，学年×10分の家庭学習
を行う習慣が身に付いている。 0% 43% 57% 0% 2.43

保
子どもたちには，家庭学習を行う習慣が身に付
いている。

29% 57% 14% 0% 3.14

児 家庭学習は毎日（ほとんど毎日）取り組んだ。 47% 40% 13% 0% 3.33

取 H３①継続的な持久走の取組に努めた。
57% 43% 0% 0% 3.57

成
H３②子どもたちの体力は持久力をベースとし
向上している

57% 43% 0% 0% 3.57

保 子どもたちの体力（走る力等）は向上している。 86% 0% 14% 0% 3.71

児
体育の時間や少年団での体力づくりには，しっ
かり取り組んだ。

67% 27% 7% 0% 3.60
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【考察】

○ 走る力を中心とした体力向上に育成会の取組や体育の授業改善の成果が見られる。

【次年度に改善する事項】

☆ 学年や個々の発達に応じて家庭学習の仕方を手引きを参照しながら各学年で改めて指導する。また，

教師のチェックやコメント，上手な家庭学習を全体に広めるなどで児童のやる気を喚起する。

☆ 読書（チャレンジ読書も含む）を家庭学習の取組の一つとして定着させることで，語彙を増やしたり，感

性を磨いたりする。

☆ 家読書に子どもたちが主体的に取り組めるように「宇文子チャレンジ読書」の改善をする。

・興味のわくリストの作成

・読後に記録するマーク

・興味のわく本の購入

・読み聞かせボランティアの方の協力の要請


